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二〇一七年はイランにとって、
再び選挙の年である。現職のロウハーニー大統領は、再選をかけて五月の選挙に臨むといわれ、その行方が注目されている。イラン・イスラーム共和国で定期的に実施されてきている選挙は、たしかに完全に自由でも、また完全に包摂的であるわけでもない。しかし今日イラン国民の間 は 選挙制度の公正性というよりも、ロウハーニー大統領の国際協調路線のほうが、大きな注目を集めている。イランの選挙制度は容易には改革し得ない イランの有権者には投票を通じ、時の政権の方針への立場表明を行う機会が、与えられているからである。　
イランの選挙に関しては、現体
制の枠組みを支持し 者は立候補が認められないという規定から民意を反映したものとはとても呼
べないとしてこれを却下するような議論も、依然として数多く見受けられる。しか 、今日のイランにおける選挙は それなりの意味も有しており、単純に「飾り物」と片づけてしまうこともでき い。　
たとえばイラン・イスラーム共
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「緑運動」を名乗り戦った改革の支持者たちは、 「アフマディーネジャード圧勝」との結果発表を受け、選挙に不正があったことを直感し、大規模な抗議行動を開始したのである。　
不正が実際に行われたのか否か
は、今日に至るまでわかっていない。しかし人々が反射的に抗議行動に繰り出し 背景には、もとから存在した「選挙では体制側の意向を打破できない」という不信感に加え、強硬なアフマディーネジャード大統領の再選を阻止 よとした緑運動とムーサヴィー候補の切実な取り組みを、体制側があまりにも軽んじた （ように見えた）ことがあったものと思われる。　
緑運動の奮闘もむなしく、政府









第二期アフマディ ネジャード政権のもとで対イラン制裁が強化され、イランの孤立が深まるなかで実施された。この時点で二〇〇九年の苦い経験はいまだ記憶に新しく、イスラーム共和国体制のもとの選挙にどう向き合えばよいのかを、多 の人々が まだ決めかねているようにみえた。　
しかし、イラン国内では選挙の
直前になって 突如として「選挙に参加しようキャンペーン」 盛り上がりをみせ始める。国営テレビで放映された立候補者たちの公開討論会もきっかけと り、 「皆が自らの一票を投じるべき」であるとする呼びかけ 、ＳＮＳなどを通じイラン国内を駆け巡っ 。
そして結果的には（公式発表によると）有権者の七割以上が、投票所に足を運んだのである。　
この選挙に際し、監督者評議会
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